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○足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則 

昭和48年３月23日 

規則第２号 

改正 昭和49年４月１日規則第23号 

昭和53年２月15日規則第２号 

昭和57年12月25日規則第52号 

昭和59年12月20日規則第26号 

平成３年３月25日規則第12号 

平成６年12月21日規則第50号 

平成９年10月30日規則第37号 

平成11年３月31日規則第19号 

平成14年９月30日規則第58号 

平成16年３月24日規則第23号 

平成16年７月30日規則第52号 

平成17年３月25日規則第26号 

平成19年３月26日規則第26号 

平成20年３月31日規則第36号 

平成21年３月25日規則第７号 

平成22年３月25日規則第８号 

平成25年３月25日規則第７号 

（目的） 

第１条 この規則は、足利市重度心身障害者医療費助成条例（昭和48年足利市条

例第１号。以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めることを

目的とする。 

（受給資格者証の交付申請） 

第２条 条例第３条の規定による重度心身障害者医療費受給資格者証の交付を受

けようとする者は、重度心身障害者医療費受給資格者証交付等申請書（別記様

式第１号）に次の書類を添え、市長に申請しなければならない。ただし、市長
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は、当該書類により証明すべき事実を公簿等によって確認することができると

きは、当該書類を省略させることができる。 

(1) 条例第２条第１項第１号に規定する者にあっては、身体障害者福祉法（昭

和24年法律第283号）第15条に規定する身体障害者手帳（以下「身体障害者手

帳」という。）又は医師の診断書（別記様式第２号） 

(2) 条例第２条第１項第２号に規定する者にあっては、療育手帳又は児童相談

所等の診断書（別記様式第３号） 

(3) 条例第２条第１項第３号に規定する者にあっては、療育手帳又は身体障害

者手帳若しくは本条第１号及び前号に規定する診断書 

(4) 市町村民税世帯非課税者等にあっては、その事実を証する書類 

（平22規則８・一部改正） 

（受給資格証の交付） 

第３条 市長は、前条の規定による申請をした者が条例第３条に規定する重度心

身障害者に該当するときは、当該申請者に対し、重度心身障害者医療費受給資

格者証（別記様式第４号。以下「受給資格者証」という。）を交付するものと

する。 

２ 受給資格の取得は、条例第３条の規定による助成対象者（以下「助成対象者」

という。）となった日の属する月の初日からとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当するときは、当該各号

に定める日から受給資格を取得する。 

(1) 住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第22条第１項に規定する転入をし

た日（以下「転入日」という。）の属する月中に助成対象者となった場合 当

該転入日 

(2) 転入日の属する月の翌月に助成対象者となった者で、助成対象者となった

日が当該転入日から起算して15日以内である場合 当該転入日 

(3) 足利市の区域内に住所を有し、かつ、県内他市町の受給資格者証の交付を

受けていた者が、新たに高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第

80号）に規定する後期高齢者医療の被保険者となったことにより、当該被保
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険者となった日の属する月中に助成対象者となった場合 当該被保険者とな

った日 

４ 受給資格者証を破損し、又は亡失したときは、重度心身障害者医療費受給資

格者証再交付申請書（別記様式第５号）を市長に提出し、再交付を受けなけれ

ばならない。 

５ 亡失した受給資格者証を発見したときは、速やかに当該発見した受給資格者

証を市長に返還しなければならない。 

（平22規則８・一部改正） 

（条例第４条第２項の適用期間等） 

第４条 第２条の規定により申請した者が市町村民税世帯非課税者等である場合

における条例第４条第２項の規定の適用の開始の時期は、受給資格の適用の開

始の時期と同じものとする。 

２ 条例第４条第２項の規定の適用を受けている者のうち、毎年７月１日以降に

受ける保険給付について引き続き同項の規定の適用を受けようとするものは、

毎年６月１日から同月30日までに別記様式第１号による申請書に受給資格者証

及び第２条第４号に掲げる書類を添付し、市長に申請しなければならない。 

３ 助成対象者のうち条例第４条第２項の規定の適用を受けていないものが同項

の規定の適用を受けようとするときは、別記様式第１号による申請書に受給資

格者証及び第２条第４号に掲げる書類を添付し、市長に申請しなければならな

い。 

４ 市長は、前項の規定による申請に対し、条例第４条第２項の規定を適用する

旨の決定をした場合において、当該助成対象者が市町村民税世帯非課税者等で

あるときは、申請日の属する月の翌月以降に受ける保険給付について同項の規

定を適用するものとする。 

５ 第２条ただし書の規定は、第２項及び第３項の規定による申請について準用

する。 

（平22規則８・追加） 

（助成の申請） 
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第５条 条例第５条の規定による助成の申請は、重度心身障害者医療費助成申請

書（別記様式第６号）を市長に提出することにより行うものとする。 

２ 前項の申請方法は、郵送又は市の窓口への持参のいずれかによるものとする。 

（平22規則８・旧第４条繰下・一部改正） 

（助成の決定） 

第６条 市長は、前条の申請があったときは、その内容を審査し、当該申請に係

る助成の額を決定し、申請者に助成金を交付するものとする。 

（平22規則８・旧第５条繰下・一部改正） 

（届出事項） 

第７条 受給資格者証の交付を受けた者（以下「受給資格者」という。）は、第

２条又は第４条第２項若しくは第３項の申請に係る事項に変更があったときは、

重度心身障害者医療費受給資格内容等変更届（別記様式第７号）に受給資格者

証及び市長が必要と認める書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

（平22規則８・旧第６条繰下・一部改正） 

（受給資格者証の返還） 

第８条 受給資格者がその資格を喪失したときは、速やかに受給資格者証を市長

に返還しなければならない。 

（平22規則８・旧第７条繰下） 

附 則 

この規則は、昭和48年４月１日から施行する。 

附 則（昭和49年４月１日規則第23号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和53年２月15日規則第２号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和57年12月25日規則第52号） 

この規則は、昭和58年２月１日から施行する。 

附 則（昭和59年12月20日規則第26号） 

この規則は、公布の日から施行する。 



－5－ 

附 則（平成３年３月25日規則第12号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成６年12月21日規則第50号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成９年10月30日規則第37号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

ただし、第４条に１項を加える改正規定は、平成９年11月１日から施行する。 

附 則（平成11年３月31日規則第19号） 

この規則は、平成11年４月１日から施行する。 

附 則（平成14年９月30日規則第58号） 

１ この規則は、平成14年10月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規

則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成16年３月24日規則第23号） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ この規則の施行の際に、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行

規則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成16年７月30日規則第52号） 

１ この規則は、平成16年10月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規

則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成17年３月25日規則第26号） 
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１ この規則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規

則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成19年３月26日規則第26号） 

１ この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規

則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成20年３月31日規則第36号） 

１ この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規

則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成21年３月25日規則第７号） 

１ この規則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、改正前の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規

則の規定により作成された帳票類で現に残存するものについては、当分の間、

所要の調整をし、改正後の足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則の規

定による帳票類として使用することができる。 

附 則（平成22年３月25日規則第８号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に助成対象者である者がこの規則の施行の日（以下「施
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行日」という。）から平成22年４月30日までに、第２条の規定による改正後の

足利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則（以下この項において「新規則」

という。）第４条第３項の規定による申請をしたときは、新規則第４条第４項

の規定にかかわらず、施行日以降に受ける保険給付について適用する。 

３ この規則の施行の際現に改正前の足利市こども医療費助成条例施行規則、足

利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則、足利市妊産婦医療費助成条例施

行規則及び足利市ひとり親家庭医療費助成条例施行規則の規定により作成され

た帳票類で残存するものについては、当分の間、所要の調整をし、改正後のそ

れぞれの規則の規定による帳票類とみなして使用することができる。 

附 則（平成25年３月25日規則第７号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前の足利市こども医療費助成条例施行規則、足

利市重度心身障害者医療費助成条例施行規則、足利市妊産婦医療費助成条例施

行規則及び足利市ひとり親家庭医療費助成条例施行規則の規定により作成され

た帳票類で残存するものについては、当分の間、所要の調整をし、改正後のそ

れぞれの規則の規定による帳票類として使用することができる。 

３ この規則の施行の際現に改正前の足利市こども医療費助成条例施行規則及び

足利市妊産婦医療費助成条例施行規則並びに足利市重度心身障害者医療費助成

条例施行規則及び足利市ひとり親家庭医療費助成条例施行規則の規定により交

付された受給資格証及び受給資格者証については、当該受給資格証及び受給資

格者証の有効期間が満了するまでの間は、改正後のそれぞれの規則の規定によ

り交付された受給資格証及び受給資格者証とみなす。 
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別記様式第１号（第２条、第４条関係） 

（平22規則８・全改、平25規則７・一部改正） 

別記様式第２号（第２条関係） 

別記様式第３号（第２条関係） 

（平25規則７・一部改正） 

別記様式第４号（第３条関係） 

（平25規則７・全改） 

別記様式第５号（第３条関係） 

（平22規則８・平25規則７・一部改正） 

別記様式第６号（第５条関係） 

（平25規則７・全改） 

別記様式第７号（第７条関係） 

（平25規則７・全改） 

 


